
「時が良くても悪くても」          2026 年 06月 25日 

神の前で、そして、生きている者と死んだ者とを裁かれるキリスト・イエスの前で、そ

の出現と御国とを思い、私は厳かに命じます。御言葉を宣べ伝えなさい。時が良くても悪

くても、それを続けなさい。忍耐と教えを尽くして、とがめ、戒め、勧めなさい。誰も健

全な教えを聞こうとしない時が来ます。その時、人々は耳触りのよい話を聞こうと、好き

勝手に教師たちを寄せ集め、真理から耳を背け、作り話へとそれて行くようになります。

しかしあなたは、何事にも身を慎み、苦しみに耐え、福音宣教者の働きをなし、自分の務

めを全うしなさい。私自身は、すでにいけにえとして献げられており、世を去るべき時が

来ています。私は、闘いを立派に闘い抜き、走るべき道のりを走り終え、信仰を守り通し

ました。今や、義の冠が私を待っているばかりです。かの日には、正しい審判者である主

が、それを私に授けてくださるでしょう。私だけでなく、主が現れるのを心から待ち望む

すべての人に授けてくださるでしょう。（Ⅱテモテ 4:1 ～ 8 ） 

 

著者は、「神の前で、そして、生きている者と死んだ者とを裁かれるキリスト・イエス

の前で、その出現と御国とを思い、私は厳かに命じます」と言う。テモテに対し、これま

で様々な忠告、助言、勧めを与えてきたが、最後に、神とキリストの前で厳かな思いで、

使徒としての務めを命じている。「御言葉を宣べ伝えなさい。時が良くても悪くても、そ

れを続けなさい。忍耐と教えを尽くして、とがめ、戒め、勧めなさい 。」 福音宣教を、順

風の時であろうと、逆風の時であろうと、全力を尽くして続けなさい。人々の過ちを咎め、

過ちのないように戒め、信仰を奮い立たせるように、忍耐して教えよと命じている。人は

健全な教えを聞こうとせず、自分に都合の良いことを聞こうと、好き勝手に教師たちを寄

せ集め、真理から耳を背け、作り話にそれて行くものである。旧約聖書の時代から、偽預

言者たちは民衆に安易な平安と根拠のない勝利を預言し、民衆は偽りの安らぎを享受しよ

うとした。それは、一時の平安ではあっても、苦しい現実が到来した。著者は、「しかし

あなたは、何事にも身を慎み、苦しみに耐え、福音宣教者の働きをなし、自分の務めを全

うしなさい」と、労苦に耐え、ひたすらな宣教を命じている。この命令には根拠があった。

著者は、「私自身は、すでにいけにえとして献げられており、世を去るべき時が来ていま

す。私は、闘いを立派に闘い抜き、走るべき道のりを走り終え、信仰を守り通しました。

今や、義の冠が私を待っているばかりです。かの日には、正しい審判者である主が、それ

を私に授けてくださるでしょう」と書いている。宣教者として身を献げ、世を去る時が近

づいた。宣教のための激しい闘いをし、神が決められた道を走り通し、信仰を守り抜いた。

今や、正しい裁きをなさる神が、終末の日に私に義の栄冠を授けてくださるばかりだ。近

づく死を見据えた著者が遺言として書いたのである。鈴木正久牧師は「キリストの日に向

かって」という遺言の録音を残され、「私のようなものを天国へ入れなかったら、キリス

トの沽券に関わるじゃないか。主の恵み、憐れみのゆえにです。これは皆さんについても

全く同じです」と語られた言葉に、私は涙した。キリストが私のような者を天国に迎えら

れなかったら、キリストの品位、対面に差し障りとなる。それほど憐れんでくださってい

るが、この憐れみは皆さんにも同じであると語っておられる。著者も「私だけでなく、主

が現れるのを心から待ち望むすべての人に授けてくださるでしょう」と書いている。神の

憐れみの中に置かれているから、今、キリストの救いを証しする務めに加われるのである。 


